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事業の体制

　兵庫医科大学は、令和２年度 文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境
実現イニシアティブ（特性対応型）」に採択されました。
　本学では「女性医師・研究者の自律的・継続的なキャリア形成のための環境基盤の構築」をテーマ
に、「環境整備」「キャリア支援」「次世代育成」を軸として事業を推進しています。

　2020年4月、学長リーダーシップのもと、それまでの「男女共同参画体制」から一新し、縦横
のつながりを強化した「ダイバーシティ推進体制」を構築しました。
　2021年4月に開設したキャリア支援センターでは、主に女性医師・研究者を対象としたキャリ
ア支援や研究力向上のための活動を行っています。

次世代育成
キャリア支援

環境整備

意識啓発・広報活動
＊近隣大学・病院との連携
＊SNS等を活用した情報発信
＊各種セミナー開催　ほか

復職支援
＊学内研究費助成

保育環境整備
＊提携保育所、
  夜間・一時保育
＊病児保育室

キャリア相談
＊キャリア相談窓口

研究力向上
＊学内研究費助成
＊英語論文投稿支援
＊論文執筆・科研費申請支援

研究環境整備
＊研究支援員の配置

育児支援
＊育児応援セミナー

ダイバーシティ
推進室

キャリア支援部門
（キャリア支援センター） 環境整備部門

本部長（学長）

推進室長（学長補佐）

臨床教育統括センター
医学教育センター

事務局

兵庫医科大学
附属病院

ささやま医療センター

ダイバーシティ
推進本部

学校法人
兵庫医科大学

事業の概要
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実 施 内 容 一 覧

2024年度　主な実施内容
月日 区　分 内　容 実施時期

4月

キャリア応援 2024年度 ダイバーシティプロジェクト（以下DP）教員制度　公募 2024/4/12～5/13

研究力向上 2024年度 英語論文投稿支援（校正・投稿費用等補助）　申請受付 2024/4/15～

意識啓発 イクボスセミナー「医療従事者だってワークライフバランスを」　オンデマンド配信 2024/4/4～5/31

5月

広報活動 ダイバーシティ推進室公式HP　「DP教員」ページを新設 2024/5/3

研究力向上 2023年度 科研費申請書作成支援　フォローアップ面談 2024/5/7～5/15

研究力向上 2024年度 ダイバーシティ研究費助成　公募 2024/5/20～6/7

研究力向上 若手研究者の研究力向上のためのワーキンググループ活動
「研究を始めるあなたへ ～科研費獲得までのロードマップ～」発行

2024/5/28

意識啓発 幹部教員FD研修「イクボスワークショップ」 2024/5/31

6月

研究力向上 2024年度 科研費申請資料作成支援（女性医師・女性研究者（医学部）対象）　公募 2024/6/4～8/31

両立支援 育児支援ワーキンググループ（第1回） 2024/6/6

意識啓発 ダイバーシティ推進SD講演会「基礎から学ぶアンガーマネジメント」 2024/6/14

両立支援 育児支援講演会「男性の産後うつと父親支援の方法」　オンラインセミナー 2024/6/14～10/31

意識啓発 ダイバーシティ文庫　デジタル本棚活用による蔵書整理 2024/6/21

7月

研究環境整備 2024年度 研究支援員配置制度　公募 2024/7/1～

キャリア応援 2024年度 DP教員 採択証書授与式 2024/7/1

研究力向上 科研費申請支援セミナー「研究費を獲得するために」 2024/7/10

調査・分析 ダイバーシティ推進室公式HP「女性の活躍に関するデータ」更新 2024/7/24

調査・分析 男性労働者の育児休業取得率、男女の賃金の差異に関する情報の公表 2024/7/24

キャリア応援 DP教員交流会　開催 2024/7/31

8月 研究環境整備 2024年度「研究支援員配置制度」　通年募集へ切替 2024/8/28～

9月 キャリア応援 2024年度 女性医師・研究者顕彰　公募 2024/9/12～10/18

10月
事業推進

2024年度ダイバーシティ推進本部会議（第１回）
・ダイバーシティ推進事業の進捗状況と今後の方針について
・次世代育成支援対策推進法による一般事業主行動計画の更新について
・女性活躍推進法による一般事業主行動計画の更新について

2024/10/2

広報活動 「News Letter Vol.7」発行 2024/10/3

11月 キャリア応援 兵庫医科大学医学会 学内研究発表ポスターセッション
（2023年度DP教員3名参加）

2024/11/1

12月
意識啓発 女性教員育成研修（所属長・上長対象）

「女性医師のキャリアアップ支援が医療界の持続可能な未来を拓く」
2024/12/18

事業推進 第2回 近畿地区 近隣医科大学 医療職サポート事業 共同フォーラムへの参加 2024/12/18

1月

広報活動 「2023年度 ダイバーシティ推進事業 活動報告書」発行 2025/1/17

意識啓発 ダイバーシティ推進SD講演会
「コーチングセミナー　～NLP vs コーチング vs 行動経済学」

2025/1/23

2月 キャリア応援 2024年度 兵庫医科大学（医学部）女性医師・研究者顕彰　授賞式 2025/2/26

3月

事業推進
2024年度ダイバーシティ推進本部会議（第２回）
・2025 年度ダイバーシティプロジェクト教員制度 募集要項について
・令和７年度 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ公募について 等

2025/3/19

広報活動 「News Letter vol.8」発行 2025/3/27

研究環境整備 クラウドファンディング「出産・育児でキャリアを諦めない！研究支援で『明るい未
来』を応援」 プロジェクト終了報告

2025/3/31
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ダイバーシティ研究環境整備

　本学では、育児や介護、病気療養などで時間的制約のある医師・研究者が、キャリアを断念する
ことなく研究を継続できる環境を整える為、2021年度より研究支援員の配置による研究支援を
行っています。
　2023年度に実施したクラウドファンディング「出産・育児でキャリアを諦めない！研究支援で
『明るい未来』を応援」でのご寄付により、今年度は実験やデータ解析など専門的な支援も行える「テ
クニカルプラン」を新設し、利用者のニーズに合わせた体制を整備しました。

2024年度利用者内訳：
男性 女性 計

臨　床　系 ー 4名 4名

基　礎　系 ー 1名 1名

支援対象：ライフイベント※などにより時間的制約のある医師・研究者（男女問わず）
　　　　　※妊娠中・育児中（小学6 年生まで）／
　　　　　　介護・看護中／病気療養からの復帰等
支援内容：データベース入力・整理、電子カルテ情報抽出、

各種データの入力・整理、グラフ作成、紙媒体
情報の電子化、研究資料・報告書類作成、DNA
抽出・PCR検査等の実験に係る補助　他

支援による成果：外部資金の獲得（1件）
　　　　　　　　学会発表（4件）

研究支援員配置制度

▶基礎系教員（女性）
　テクニカルプランを初めて利用し、これまでなら
子供の事情等で実験計画をずらさなければならない
ところが、予定通りに実験を行うことができ、研究
が滞りなく進められ大変助かりました。また、これ
までは残業したり、家で仕事をしたりして体調を崩すことがありましたが、今は意識的にプ
ライベートと仕事の時間を分けられるようになりました。
▶内科医（女性）
　データ整理や文献検索といった事務補助業務を担ってもらうことで、子育てと診療のバラ
ンスが改善され、時間的・精神的な余裕が生まれた結果、諦めかけていた研究活動が再び前
に進められる環境が整い、今後の解析や成果発表に向けた準備が着実に進行しています。
▶小児科医（女性）
　研究に必須となるデータ入力作業を担っていただいたおかげで、勤務時間中は臨床業務（診
療）に集中することができ、心身への負担が減り、ワークライフバランスが安定しました。

制度利用者の感想

News Letter
文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特性対応型）」

研究支援員配置制度
特別号

2023年10月2日～11月30日に実施した、クラウドファンディング「出産・育児で
キャリアを諦めない！研究支援で “明るい未来”を応援」では、90名の団体・個人
の皆様より総額 6,385,000 円の寄付を賜りました。

クラウドファンディングの寄付を原資とした研究支援です！

ダイバーシティ推進室では、ワーク・ライフ・バランスのとれた
研究環境の実現を目指し、性別に関わらず、子育てや介護と
「研究」の両立ができるよう研究支援員を派遣 しています！

●煩雑な業務を支援してもらえるので研究のストラテジーに注力できるようになった
●自宅で夜遅くまで作業をすることが減り睡眠不足の解消、日中の業務効率が上がった
●家庭の事情で実験計画を遅延せず、予定通りに実験を進めることができた
●研究の進捗が格段に上がり念願の論文化ができた
●子どもに関われる時間が増え、ワークライフバランスが安定した

学校法人兵庫医科大学ダイバーシティ推進室

こんなお悩みは
ありませんか？

利用者の感想

【対 象（性別問わず】
医学部（西宮キャンパス）を主たる勤務先とする
専任教員（特任教員含む)･病院助手で、以下の

いずれかの理由により、研究支援を必要とする者

✓ 日々たまっていくデータの整理が追いつかない！
✓ 科研費申請や学会抄録の提出に必要なデータのまとめをしたい！
✓ 論文や学会発表に使用するスライドやグラフの作成に時間が掛かる。
✓ 実験の繁忙期に試薬の準備やデータ取得を手伝ってほしい。etc.

◆ 妊娠中
◆ 同居する家族の介護・看護をしている
◆ 小学6年生までの子の保護者で、積極的に

育児をしている
◆ 病気療養、不妊治療、家庭の事情により

支援が必要

A テクニカルプラン
実験器具や試薬の準備、データ収集・

管理等の研究補助業務の支援

B 事務補助プラン
データ入力や整理等、研究にかかる

事務補助を行う支援

希望に合わせて２つのプランから選択できます
※支援期間・回数等は勤務条件に応じて

調整可能ですのでご相談ください。
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女性医師・研究者のキャリア応援

▶制度の概要・目的
　本学医学部では、女子学生入学者が増加傾向にある一方で、ロールモデルとなる女性教員の管理
職が依然として少ないという課題があり、これに対するポジティブ・アクションとして、将来活躍
が期待される優秀な女性教員のキャリアアップを積極的にサポートする「ダイバーシティプロジェ
クト教員（以下、DP教員と呼ぶ）制度」を2023年度から実施しています。
　書類および面接審査で選出された者は、DP准教授またはDP講師として昇任し、制度適用期間
中はダイバーシティ推進室が中心となり、研究費支給や研究支援員の優先配置などの支援を行い、
期間終了後の審査を経て上位職への昇任を目指すことができます。また、DP教員がロールモデル
となることで、女子医学生や若手研究者が、本学でのキャリアを描きやすくなるなど、次世代育成
のサイクルが期待されます。

資　格： 本学医学部に所属する女性の教員で、教育・研究・診療のいずれかの領域で卓越した業績
を挙げ、昇任にふさわしい人格、見識を備えた者

　　　　（DP准教授コースへの応募）講師、臨床准教授、教育准教授、研究准教授
　　　　（DP講師コースへの応募）助教、臨床講師、教育講師、研究講師
期　間： 採択年度を含む3事業年度
支　援： 研究費の支給、キャリア支援センターが実施する研究支援員配置や科研費申請書類作成支

援などの研究支援
昇　任： 適用期間終了後の審査により認められた場合、それぞれ、准教授および講師へ昇任

▶2024年度ダイバーシティプロジェクト教員制度 公募
申 請 期 間：2024年４月12日～５月13日
選 考 方 法：書類審査および面接審査
応　募　数：4件
採　択　数：DP准教授コース　１名／DP講師コース　1名
７月1日に学長から採択証書が授与され、これからの活躍への期待と激励の言葉がかけられま 
した。

ダイバーシティプロジェクト教員制度
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日　時：2024年７月31日
参加者：ダイバーシティプロジェクト（DP）教員5名、鈴木 敬一郎 学長（ダイバーシティ推進本

部長）、ダイバーシティ推進事業に関わる教員、事務局

　DP 教員の連携をはかり、ダイバーシティ推進事業に関わる教員が、女性医師・研究者活躍のた
めに必要な支援や課題を共有する目的で交流会を実施しました。DP教員より、この１年の振り返
りや今後の抱負が発表された後、「兵庫医科大学の女性研究者全体の底上げには何が必要か？」とい
うテーマで座談会が行われ、活発な意見が交わされました。

日　時：2024年12月18日
講　師：筧　善行 先生
　　　　香川大学 前学長、名誉教授、
　　　　イノベーションデザイン研究所 所長
　　　　※学校名・役職などは実施時のもの
参　加： 47名（会場27名 + E-Learning 20名）

　「ダイバーシティプロジェクト (DP) 教員制度」では、女性教員
へのキャリアップを支援するだけでなく、その所属長・上長へ向
けた女性教員育成研修を定め、実施しています。

　2024年度は、香川大学前学長の筧 善行 先生を
講師に迎え、女性医師を取り巻く歴史の変遷や現状
の課題から、筧先生ご自身の講座運営時のエピソー
ド、さらには香川大学でのライフイベント中の女性
医師への働き方支援策など、具体的な取り組みにつ
いてご講演いただきました。研修には役員をはじめ
管理職教員、女性医師・研究者などが参加し、後日
E-Learning での配信を行いました。

ダイバーシティプロジェクト教員交流会

女性教員育成研修（所属長・上長対象）
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　本制度は、優れた教育・研究・臨床活動を行い、ダイバーシティ
推進に取り組む女性医師・研究者、また熱意をもって研究に取り
組む若手の女性医師・研究者を顕彰することで、受賞者はもとよ
りこれに続く若手人材の育成や意欲向上に資することを目的とし
て実施しています。2024年度は7名が受賞しました。

女性医師・研究者顕彰

▶2024年度受賞者　※職位 /所属は受賞時のもの
トップリーダー部門

業績や能力が優れているだけでなく、リーダーとして活躍し、
本学の発展に貢献が期待できる者

ロールモデル賞
藤原 範子（生化学　教育教授）

田附 裕子（消化器外科学／小児外科　准教授）

次世代リーダー賞
中村 久美子（健康医療学　臨床講師）　

飯田 倫子（脳神経外科学　助教）

女性研究者学術部門

特に学術上優れた成果を挙げ、さらに貢献意欲や成長意欲が顕著な者

優秀賞
米田 和恵（胸部腫瘍学　特任講師）　

土居 亜紀子（先端医学研究所／神経再生研究部門　助教）

準奨励賞 江川 可純（社会医学／予防医学部門　助教）　

▶2024年度 授賞式
日 　 時 ： 2025年2月26日

　授賞式では、鈴木 敬一郎 学長から
表彰と受賞者への激励があり、その後、
トップリーダー部門の藤原 範子 教育
教授、田附 裕子 准教授、女性研究者
学術部門の米田 和恵 特任講師、土居 
亜紀子 助教が代表スピーチを行いま
した。また本授賞式に合わせ、2024
年度のダイバーシティ推進活動につい
て、髙雄 由美子 ダイバーシティ推進
室長より報告がありました。

本学医学部では、優れた臨床・研究・教育活動を行い、ダイバーシティ
推進に取り組む女性医師・研究者、また熱意をもって研究に取り組む若手
を顕彰することで、その意欲・能力の向上をはかり、将来を担うリーダー
や研究者の育成に資するため、兵庫医科大学（医学部）女性医師・研究者
顕彰を創設し、以下のとおり今年度の募集をいたします。

詳細は各募集要項をご覧ください。多くのご応募をお待ちしています。

2024年度兵庫医科大学 (医学部)

学校法人兵庫医科大学 ダイバーシティ推進本部 /

～ 輝き咲き誇れ、女性医師･研究者 ～

【受付期間】

【申請方法】

【提 出 先】

【選考方法】

【授 賞 式】

2024年 ９月 12 日(木) ～ 10 月 18 日(金) ※ 締切厳守
詳しくは募集要項を参照のうえ、要項記載の必要書類を提出してください。
募集要項と申請書類は学内ホームページ(教職員専用)からダウンロードできます。
電子媒体をダイバーシティ推進室キャリア支援センター宛に送付

Email ：
件名【女性顕彰_学術部門orトップリーダー部門_氏名】

学術部門：書類審査（必要に応じて面接審査）
トップリーダー部門：書類審査、面接審査

※ 面接審査は11/18(月)20(水)25(月)27(水)のいずれかで予定
2025年2月26日（水）15時（予定）※参加必須  

※

文部科学省科学技術人材育成費補助事業

「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(特性対応型)」

女性医師･研究者顕彰 募集

学術部門
（女性研究者学術賞・若手未来賞）

本件に関するお問合せ
ダイバーシティ推進室 キャリア支援センター

(10号館3階)
Tel:0798-45-6428

Email:d-support@hyo-med.ac.jp

各賞に
賞状･記念品･
研究費を授与

トップリーダー部門
（ロールモデル賞・次世代リーダー賞）

d-support@hyo-med.ac.jp 

授賞式等で講演・発表等をお願いする場合があります。
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　英語論文数の増加や質の向上、また、本学の国際的な認知度を高めることを目的とし、女性医師・
研究者を対象とした校正費・投稿費の補助を行いました。上限10万円／1論文

英語論文投稿支援（校正・投稿費用等補助）

2024年度実績 5件　390,462円（すべてアクセプト）

女性医師・研究者の研究力向上

　本学では女性研究者の研究力向上および優れた研究成果の創出、男女問わずライフイベント等に
よる休職・離職からのリスタートを支援する目的で、ダイバーシティ研究費助成を行っています。
2024年度から、学内の他の研究費助成と同時期に公募を行うことで研究者の利便性を高めました。
当研究費助成には6件の応募があり、4件が採択となりました。

助成タイプ 応募数
（件）

採択数
（件）

採択額
（千円）

女性研究者 研究費助成
次世代を担う優秀な女性研究者の研
究力向上とキャリアアップを目指す

6 4 2,000

リスタートアップ 研究費助成
（性別問わず）
ライフイベント等による休職・離職
者の研究活動への復帰を目指す

今年度の応募は無し

ダイバーシティ研究費助成

　女性医師・研究者のキャリア形成に向けた競争的資金の獲得および研究力向上を目的として実施
しました。前年度支援者のうち不採択者に対しては、キャリア支援センター教員が審査結果を元に
フォローアップ面談を行い、申請書の見直しなどを行いました。また、ダイバーシティプロジェク
ト教員と希望者には面談やメールなどで申請調書の方向性や構成等についてアドバイスを行い、令
和7（2025）年度科研費では1件（基盤 (C)）の採択につながりました。

支援期間：2024年4月～８月（前年度のフォローアップ面談含む）
対 象 者：女性医師・研究者（医学部）のうち、支援を希望するもの
支援内容：科研費申請調書に関する構成や方向性のアドバイス
支援者数：5名（前年度からの継続者含む）

科研費申請資料作成支援
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▲

科研費申請支援セミナー「研究費を獲得するために」

　社学連携・研究推進センター 産学連携・研究推進部門とダ
イバーシティ推進室の共催で科研費申請支援セミナーを開催し
ました。これまでに数多くの科研費や公的研究費の採択実績を
持つ講師から、研究費獲得のメリットや読みやすい申請書作成
のポイントなどについて、ご講演いただきました。
　西宮キャンパスで行われた講義は、オンラインで神戸・梅田・
篠山キャンパスへ配信され、当日は124名の研究者が受講し
ました。また、科研費の公募期間中は学内の研究者がいつでも
視聴できるよう、E-Learning で公開し、39名が視聴しました。

日　時：2024年7月10日
講　師：阿部 高明 先生　東北大学大学院医工学研究科 教授
参加者：163名（会場 54名、オンライン 70名、E-Learning  39名）

科研費申請支援セミナー

●  見やすい申請書の実例がとても印象的だった。
●  審査員の目線から申請書の書き方について教えてくださり勉強になった。
●  科研費以外の助成金についても詳しく説明いただき、大いに参考になった。

参加者からの感想

▲

「研究を始めるあなたへ　～科研費獲得までのRoad map ～」発行

　若手研究者の研究力向上のためのワーキンググループは、医師・研
究者、研究推進部門、ダイバーシティ推進室のメンバーで活動をして
います。
　2023年度より「若手の科研費への応募を増やすためには」という
テーマで検討を重ね、

初めて科研費へ応募する研究者のために、研究費
獲得のメリットや学内支援情報を集約したリーフ
レット「研究を始めるあなたへ ～科研費獲得まで
のRoad map ～」を制作・発行しました。リーフ
レットはダイバーシティ推進室のホームページか
らダウンロードできるほか、研究推進課のカウン
ターや科研費申請支援セミナーなどで配布を行い
ました。

若手研究者の研究力向上のためのワーキンググループ

以下項⽬のすべてを書き終えて、最後に

全体の要約を分かり易く書きましょう。

学術的背景

□ これまでに⾏ってきたこと・研究成果
を書いていますか︖

学術的問い

□ 解明すべきこと、未解決な点が明確に
なっていますか︖

⽬ 的

□ 最終的に成し遂げようとすることに
なっていますか︖

独⾃性、創造性

□ 研究重要性や他の研究との違いが書か
れていますか︖

研究計画

□ 何をどのように、どこまで明らかに
するかが書かれていますか︖

準備状況

□ 既に研究を始めて、結果は出ています
か︖

研究遂⾏能⼒

□ 本研究計画の実行可能性の根拠となる
業績がアピールできていますか︖

全体

□ 図を盛り込み、分量・レイアウトにも
気を付けましょう。

□ フォントにも気を付けて、分かり易く
書きましょう。

URAとキャリア支援センターでは、科研費申
請書作成に関する支援を行っています。

月２回配信される研究情報メールマガジンが
便利です（登録制）。

何度も書き直しをしているとチェック漏れが発生します。早め
に学内申請をすれば、研究推進課が誤字・脱字・句読点などの
チェックをし、言葉の選び方などのアドバイスが受けられます。

「科学研究費助成事業データベース」で、応募する審査区分で
どのような研究課題が採択されているか、また、自分の研究内
容がどの審査区分で採択されているかなどを検索してみましょ
う。

3

【研究支援に関する主な部署】

・研究推進課、URA（研究支援全般）

・臨床研究支援センター（医療統計解析、治験に関すること）

・学術情報課（図書・学術資料、文献検索など）

・ダイバーシティ推進室
（女性医師・研究者、復職・ライフイベント中の方への支援）

最新情報を入手する

申請書作成支援

学内申請はお早めに！

・応募内容の全体構想を練る

・共同研究者を決める、声をかける

これまでの研究、収集した情報を基に、研究の
独自性、創造性をアピールできる切り口など、
全体構想を練り研究体制を作りましょう。
URAやキャリア支援センターへ、お気軽にご
相談ください。

「科学研究費助成事業データベース」で過去の
採択課題を検索しましょう。また、研究推進課
では、本学採択者の研究計画調書を閲覧するこ
とができます（過去3年分）。

戦略を立てる

学内支援を利用する（P4 参照）

チェックポイント

日頃から

・研究者登録（e-rad)

・研究倫理教育（e-APRIN）の受講

最適な審査区分を選ぶ

・学内の締切りを確認する
・前年との変更点を確認する
・最新の申請書を入手する

公募情報を確認する必要な学内手続きをする

2

誰にでも読みやすい内容
は審査員にとっても読み
やすいもの。

作成した申請書は、第三者
に読んでもらいましょう！

科研費獲得ロードマップ
（科研費すごろく）

✓ 申請内容のアイデイアを練る

✓ 資料を収集する

✓ 科研費以外の研究費助成にチャレンジする

✓ 仲間づくりに励む

まずは

グループウエア
（desknet’s NEO)で

学内の情報を

Check it out！

過去のセミナーは

e+Learning で

配信しています。

あと少し！

科研費事業データベース

研究推進課｜URA関連

研究推進課｜メールマガジン 研究推進課｜学内専用 日本学術振興会｜科研費

科研費事業データベース

自分は3回目の正直で採択された
ので、『とにかく諦めない』 ことが
肝心だと思います。

消化器外科学 助教

キャリア支援センター｜相談窓口

研究推進課｜財団・地方自治体等助成 公募情報

申請書作成支援は
４月より

受付しています。

SNSでは
「科研費」が
トレンド入り。

最終チェックと登録作
業に数週間かかります。

修正依頼があった場合
は早急に再提出をお願
いします。

締切厳守！
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保育園ポポラー「兵庫武庫川園」

保育園ポポラーは、兵庫医科大学に隣接した認可外保育園です。本学や附属病院に勤務する職員
の子育て支援のため、兵庫医科大学専用枠を設けています。

対象職種 兵庫医科大学・附属病院に勤務する教職員のうち医師、看護師、助産師（常勤・非常勤）、
メディカルスタッフ、事務職員、教員（常勤のみ）、社会人大学院生

対象年齢 生後2ヶ月～未就学児（6歳）まで
定　　員 専用枠：50名

保育時間 基本保育：月～土曜日　7：30～ 18：00（延長20：00）
休園日：日曜日・祝日・年末年始

夜間保育 毎週　火・金曜日　16：00～翌9：30
（夜間保育を必要とする医師・看護師メディカルスタッフ等）

その他 ・専用枠以外の職員・学生は一般枠での利用可（生後２ヶ月～10歳まで）
・一時保育あり（生後２ヶ月～10歳まで）

▶利用実績

利用者数 対前年度
専用枠（月極） 平均 33名 92.0％
夜間保育 のべ314名 91.5%
祝日開院日（全2日） のべ29名

院内病児保育室ゆりかご

2016年4月に病院内に設置した病児保育室ゆりかごでは、教職員の子どもが発熱やケガによ
り一般の保育施設での預かりが困難な場合、保護者に代わって病中・病後児の保育を行います。
2024年6月より利用者からの要望が多かった受け入れ対象年齢について、小学校3年生から小学
校6年生に引き上げました。

対象職種 兵庫医科大学・附属病院に勤務する教職員
対象年齢 生後6ヶ月～小学校6年生まで
定　　員 2名（ただし感染症児の受け入れ時は1名）

保育時間
月～金曜日　8：30～18：00
休室日：土・日曜日・祝日・お盆（8/13～15）・年末年始（12/29～
1/3）※祝日開院日は開室

場　　所 兵庫医科大学　1号館2階　西側
予約時間 前日～当日朝6：30まで

▶利用実績

人　数 対前年度
利用者数 のべ65名 103.1 %
登録者数 286名 107.9 %

育児と仕事の両立支援
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広報活動と意識啓発

● 怒りの感情は自分にも悪い影響を与え
ることはわかっていても、それを鎮静
化させたり抑えたりする方法を学ぶ
機会がなかったので、今回非常に有意
義な時間を過ごすことができました。

● 基本的な内容をわかりやすく伝えてい
ただくとともに、自分を振り返る個人
ワークがあり、オンライン参加でも
しっかりと自己を振り返ることがで
きました。
　（以上、アンガーマネジメント受講者）

● 仕事でも家庭でも役に立つお話でし
た。コーチング、よい質問をして、相
手を促すように努めていきたいです。

● 行動経済学はとても興味深い内容で、 
学生教育にも活用できそうだと思いま
した。
　（以上、コーチングセミナー受講者）

ダイバーシティ推進SD講演会

　本学では、女性リーダー育成や全教職員へのダイバーシティ意識醸成を目的とした講演会を開催
しています。今年度はアンガーマネジメントとコーチングに関するセミナーを実施し、多くの職種
からの参加がありました。

テーマ 開催日 開催方式 参加者 E-learning

アンガーマネジメントセミナー
～基礎から学ぶアンガーマネジメント～

2024年 
6月14日

ハイブリッド 48名

コーチングセミナー
 ～ NLP vs コーチング vs 行動経済学～ 

2025年 
1月23日

オンライン 56名 37名

講　師：蓮沼 直子 先生
　　　　広島大学医学部付属医学教育センター センター長、同大学院医系科学研究科 教授、

本学特別招聘教授、日本アンガーマネジメント協会　認定アンガーマネジメントファシリ
テーター 他多数、米国NLP※協会認定トレーナー、認定コーチ
※ Neuro Linguistic Programming（神経語学プログラミング）

対　象：役員・全教職員

参加者からの感想
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　講師以上の教員を対象とした幹部教員 FD研修のプログラムの一環として、イクボスに関するワー
クショップを実施しました。部下との接し方やアンコンシャスバイアスに関する講義を受けた後、
本学の状況や課題解決について、グループ・ディスカッションと発表を行いました。

日　時：2024年5月31日
講　師：川島 高之 先生
　　　　NPO法人ファザーリング・ジャパン 理事
　　　　株式会社K＆Partners 社長　
　　　　株式会社川島製作所 社長
対　象：役員・管理職・監督職
参加者：12名

　ダイバーシティ推進室・環境整
備部門では、メディカルスタッフ
と事務局職員による育児支援ワー
キンググループの活動を中心に、
育児と業務の両立に関する支援を
行っています。
　今年度は、男性の育児参入に伴
い、増加傾向にある父親の産後う
つとその支援について研究をされている阿川 勇太先生にご講演頂きました。

幹部教員 FD研修「イクボスワークショップ」

育児支援講演会
「男性の産後うつと父親支援の方法」オンラインセミナー

視聴期間 2024年6月14日～10月31日

視聴対象者 全教職員

登壇者
阿川　勇太　先生
大阪総合保育大学 児童保育学部 乳児保育学科　講師
大阪総合保育大学大学院 児童保育学研究科 講師

アンケート結果（概要・感想）

● 回答者の 87.5％が、講演会を視聴して「大変良
かった」「良かった」と回答。

● 回答者の 75.0％が、父親の支援について「今後
もっと知りたい」「知りたい」と回答。

● 育児と仕事の両立について、男性には女性とは
違う側面からの問題があることを知りました。
家庭と職場の板挟みになりストレスを溜めてし
まう男性に対しても、必要とする期間の手厚い
サポートが必要であると感じました。

● 今後業務軽減の支援が必要な人が多くなれば、
現場はますます多忙になっていくので、残され
た人たちへの補填などが必要だと思う。
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▲

公式 HPに「ダイバーシティプロジェクト教員」ページを作成

　本学のロールモデルとしても活躍が期待
される、ダイバーシティプロジェクト（以下
DP）教員ページを公式サイト内に作成しま
した。採択者紹介のほか、DP教員交流会な
どの活動を発信しています。

　ダイバーシティ推進室の活動について
学内・学外へ広く知っていただくため、
2021年度よりNews Letter を発行して
います。今年度は10月・3月に発行し、
2024年度ダイバーシティプロジェクト
(DP) 教員の採択、2024年度 「女性医師・
研究者顕彰」授賞式、各種講演会の開催等
の報告をしました。

　関西医科大学、京都府立医科大学主催の共同フォーラムに、本学からはダイバーシティ推進室長
と事務局担当者が参加しました。今回は、「医師の働き方改革と支援制度の取り組み」、「女性医療職
のキャリア支援とジェンダー平等の推進」、「情報発信とイベント企画のノウハウ」の3テーマにつ
いて、各大学の取り組みが説明された後、質疑および
ディスカッションが行われました。
　各大学のダイバーシティ推進に携わる教員やスタッ
フが、医科大学における女性医師・研究者の活躍促進
や支援について、情報交換を行い課題を共有すること
ができ、大変有意義なフォーラムとなりました。

日　時：2024年12月18日
形　式：オンライン
参加者：関西医科大学、京都府立医科大学、大阪医科薬科大学、滋賀医科大学、奈良県立医科大学、

兵庫医科大学より、26名

ホームページの充実

ニュースレター

他大学との交流
「第２回 近畿地区 近隣医科大学 医療職サポート事業 共同フォーラム」
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教育職員 臨床医師 医療技術・福祉職員 事務職員他 看護職員

入学者数および入学者に占める女性比率の年次推移 ※医学部

教授数および教授に占める女性比率の年次推移（2024年5月1日時点） ※医学部

専任教職員の在職者における男女比率（2024年５月１日時点）※役員を除く
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管理職者における男女比率（2024年５月１日時点）※役員を除く

育児休業取得率 （2024年4月1日～2025年3月31日に育児休業を開始した専任教職員）

女性 男性課長クラス以上（職員）
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医療技術・福祉職員 事務職員他 看護職員

※育児休業取得率（%） = 年度内に育児休業を取得した労働者の数／年度内に本人または配偶者が出産した
女性労働者の数 ×100で算出

※育児休業取得率は、育児休業を取得した職員の割合を示すものであり、出産日と育児休業開始日が年度
をまたぐ場合などにより、対象者数と取得者数の計上時期がずれることで、取得率が100％超えること
があります。

※教育職員（女性）133.3％の計算方法

2024年度に出産した人数　3

＋
＝

2023年度に出産して2024年度に
育児休業を取得した人数　1

2024年度に出産・育児休業を
取得した人数　3　

133.3％
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　女性活躍推進法の省令改正に伴い、対象となる企業は、2022年 7月 8日から男女の賃金実態
を正確に把握し、数値を公表することが必須となりました。

対象期間 :2024年 4月1日～2025年 3月31日

賃　　　金 :基本給、超過労働に対する報酬、賞与等を含み、退職金、通勤手当を除く。

対象教職員 :全キャンパス教職員（役員を除く）
　・正規職員（専任教員、専任職員、臨床医師、臨床研修医）
　・非正規職員（嘱託職員、準職員、再雇用職員・アルバイト・非常勤）
※アルバイト・非常勤労働者については、正規雇用労働者の所定労働時間で換算した人員数を基に
平均年間賃金を算出している

分　　　析：
・本学は大学に附属病院を持つ組織であるため、雇用形態・職種が多岐にわたり、各職種にて業務
内容も大きく異なるため、全体の区分による分析は困難である。
・正規職員においては、相対的に女性の賃金が男性より低い傾向にある。要因としては、女性の管
理職の少なさ、短時間勤務等の影響が考えられる。
・非正規職員においては、看護職や実験補助など比較的専門性の高い職種に女性が多いため、女性
の賃金が高い傾向にあると思われる。

男女の賃金の差異 ※

全 　　体 69.6%

正規職員 75.2%

非正規職員 104.7%

正規職員（内訳） 男女の賃金の差異 ※

専 任教員 86.9%

専任職員 88.5%

臨床医師・臨床研修医 88.4%

非正規職員（内訳） 男女の賃金の差異 ※

嘱託職員・準職員 等 108.9%

アルバイト・非常勤 等 100.0%

※ 男性の賃金に対する女性の賃金の割合

男女の賃金の差異の情報公表について
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